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令和 5年 8月 31日（木）、令和 5年度第 1回理事会が開催されました。
提出された 2議案は、いずれも原案どおり承認されました。

令和 5年 8月 31日（木）、令和 5年度第 1回役員会が開催されました。
提出された 1議案については、原案どおり承認されました。

第1号議案　　令和4年度事業報告及び収入支出決算について
協 議 事 項　　広島県に対する要望活動について

第 １ 号 議 案　　令和4年度事業報告書・収支決算書・貸借対照表及び財産目録について
報告議案第１号　　監査結果の報告について
第 ２ 号 議 案　　令和5年度収入支出予算の補正について

広島県土地改良事業団体連合会
令和５年度第１回理事会開催

広島県農業農村整備事業推進協議会
令和５年度第１回役員会開催

広島県農業農村整備事業推進協議会
事業推進要望活動

　令和 5年 8月 31日（木）、木山会長が農業農村整
備事業の推進について、広島県の玉井副知事に要望活
動を行いました。要望内容は、令和６年度の農業農村
整備関係予算の十分な確保、収益性の高い農業基盤整
備の推進、広島県ため池総合対策の加速化並びに多面
的機能支払の推進です。

玉井広島県副知事（写真中央）へ要望活動
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流域治水の推進に向けて流域治水の推進に向けて
〜多様な主体の参画による浸水被害の軽減対策〜〜多様な主体の参画による浸水被害の軽減対策〜

1 はじめに
　近年、気候変動の影響により、河川の氾濫等による浸水被害が全国各地で頻繁に生じていることから、河川流
域全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減させる対策「流域治水」への関心が高まっています。

2  農業分野での取組
　流域の浸水被害のリスクを軽減するためには、降雨の際に農地へ一時的に水を蓄えることや、農業用施設の有
効活用等により、河川等に流れ出る時間を遅らせる「流出抑制」の取組が有効となります。

3  田んぼダムの取組
（１）概要
　図のように、水田の落水口に、水位を調整して
流出量を抑制する穴や切り欠きを設けた調整板な
どの器具を取り付けることで、雨水を水田に一時
的に貯留し、時間をかけて排水することで、水路
や河川の水位上昇を抑え、溢れる水の量や範囲を
抑制する取組です。
　国の土地改良長期計画においても、流域治水の
推進にあたって、田んぼダムを、現状の取組面積

（約４万ha）の約３倍以上とすることを目標とし
て設定しています。

流流域域治治水水のの推推進進にに向向けけてて  
～～多多様様なな主主体体のの参参画画にによよるる浸浸水水被被害害のの軽軽減減対対策策～～  

 

１１  ははじじめめにに  

  近年、気候変動の影響により、河川の氾濫等による浸水被害が全国各地で頻繁に生じていることから、河川

流域全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減させる対策「流域治水」への関心が高まってい

ます。 

 

２２  農農業業分分野野ででのの取取組組  

流域の浸水被害のリスクを軽減するためには、降雨の際に農地へ一時的に水を蓄えることや、農業用施設

の有効活用等により、河川等に流れ出る時間を遅らせる「流出抑制」の取組が有効となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

３３  田田んんぼぼダダムムのの取取組組  

（（１１））概概要要  

  

農地や農業用施設を活用した取組の例（出典 農林水産省資料） 

田んぼダムのイメージ（出典：農林水産省 HP） 

図のように、水田の落水口に、水位を調整し

て流出量を抑制する穴や切り欠きを設けた調

整板などの器具を取り付けることで、雨水を水

田に一時的に貯留し、時間をかけて排水する

ことで、水路や河川の水位上昇を抑え、溢れる

水の量や範囲を抑制する取組です。 

国の土地改良長期計画においても、流域治

水の推進にあたって、田んぼダムを、現状の取

組面積（約４万 ha）の約３倍以上とすることを

目標として設定しています。 

 

農地や農業用施設を活用した取組の例（出典　農林水産省資料）
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（２）県内の実施状況
　広島県においても、今年度から約１9ｈａの面積で取組が開始されました。江の川流域の安芸高田市可愛、三次
市秋町の２地区で、地元の皆様の理解を得て実施しており、取組の効果検証のため、ほ場に水位計を設置し、測
定を行っています。今後県内で取組が広まるよう、進めていきたいと考えています。

4 農地や農業用施設を活用した取組への主な支援策
　田んぼダムの取組や農業用ため池を活用した対策には次のとおり国の事業の活用が可能です。

　「農地・農業水利施設を活用した主な流域治水対策の支援事業」
　（農林水産省HPより）

（１）田んぼダム
　◆農業競争力強化農地整備事業、農地耕作条件改善事業等
　　取組に必要な調整活動や畦畔の補強などを行うことができます。 
　◆多面的機能支払交付金（水田の雨水貯留機能の強化）
　　協定面積の過半で取り組む場合、交付金の加算措置を受けられます。
（２）農業用ため池を活用した対策
　◆農村地域防災減災事業
　　①農業用水源として引き続き利用するため池　
　　　ア） 貯水容量に余裕があるため池など
　　　　　洪水吐スリット（切欠き）などを入れ洪水
　　　　　調節容量を確保します。
　　　イ） 貯水容量に余裕がないため池など
　　　　　改修工事等と併せて堤体をかさ上げ
　　　　　し洪水調節容量を確保します。
　　②農業へ利用しなくなったため池の活用（洪水調節容量の存置）
　　　 　農業用水源として利用しない又は利用の見込みがないため池に、
　　　洪水調節機能を残すための堤体の補強や、放流施設の整備などを
　　　行います。（ただし、整備後は地方公共団体が管理）
（３）農業用水路等の保全
　◆農業用水路等長寿命化・防災減災事業等
　 　流域の浸水被害を軽減するため、水路や排水機場などが持つ機能を維持できるよう、定期的な診断や施設の

長寿命化に向けた保全対策工事などを行います。

5おわりに
　流域治水の取組を農業分野で進めていく上では、小さな規模でも取組を積み重ね、地域全体に広げていくこと
が重要です。
　そのため、取組の効果や農業への影響について検証する等、農業者の協力を広めていくための取組が必要で
す。県としましても、こうした取組を通じて流域治水の推進、そして地域の皆さまの安全・安心へとつながるよ
う、市町・関係機関とともに連携しながら進めてまいります。

畦畔の補強

ア）洪水吐スリット（左） イ）堤体のかさ上げ
（出典：農林水産省HP）

（（２２））県県内内のの実実施施状状況況  

広島県においても、今年度から約１9ｈａの面積で取組が開始されました。江の川流域の安芸高田市可愛、

三次市秋町の２地区で、地元の皆様の理解を得て実施しており、取組の効果検証のため、ほ場に水位計を設

置し、測定を行っています。今後県内で取組が広まるよう、進めていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

４４  農農地地やや農農業業用用施施設設をを活活用用ししたた取取組組へへのの主主なな支支援援策策  

  田んぼダムの取組や農業用ため池を活用した対策には次のとおり国の事業の活用が可能です。 

（（１１））田田んんぼぼダダムム  

  ◆農業競争力強化農地整備事業、農地耕作条件改善事業等 

取組に必要な調整活動や畦畔の補強などを行うことができます。 

 

  ◆多面的機能支払交付金（水田の雨水貯留機能の強化） 

協定面積の過半で取り組む場合、交付金の加算措置を受けられます。 

  

（（２２）） 農農業業用用たためめ池池をを活活用用ししたた対対策策  

◆農村地域防災減災事業 

① 農業用水源として引き続き利用するため池  

ア） 貯水容量に余裕があるため池など 

洪水吐スリット（切欠き）などを入れ洪水 

調節容量を確保します。 

イ） 貯水容量に余裕がないため池など 

  改修工事等と併せて堤体をかさ上げ 

し洪水調節容量を確保します。 

ア）洪水吐スリット（左）         イ）堤体のかさ上げ 
 

（出典：農林水産省 HP） 

設置した堰板（可愛地区例） 

国土地理院標準図を加工して作成 

効果検証のための水位 
測定の様子（秋町） 

（参考）取組の基本的な考え方や

推進に必要となる情報を取りまとめ

た「田んぼダムの手引き」。 

 可愛地区 

秋町地区 

堰板設置状況（可愛） 

畦畔の補強 

（（２２））県県内内のの実実施施状状況況  
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置し、測定を行っています。今後県内で取組が広まるよう、進めていきたいと考えています。 
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② 農業へ利用しなくなったため池の活用（洪水調節容量の存置） 

農業用水源として利用しない又は利用の見込みがないため池に、 

洪水調節機能を残すための堤体の補強や、放流施設の整備などを 

行います。（ただし、整備後は地方公共団体が管理） 

 

（（３３））農農業業用用水水路路等等のの保保全全  

  ◆農業用水路等長寿命化・防災減災事業等 

流域の浸水被害を軽減するため、水路や排水機場などが持つ機能を維持できるよう、定期的な診断や施

設の長寿命化に向けた保全対策工事などを行います。 

 

 

「農地・農業水利施設を活用した主な流域治水対策の支援事業」 

（農林水産省 HP より） 

 

 

５５  おおわわりりにに  

流域治水の取組を農業分野で進めていく上では、小さな規模でも取組を積み重ね、地域全体に広げていく
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う、市町・関係機関とともに連携しながら進めてまいります。 

 

洪水調節容量の存置の例 
（福山市） 

洪水調節容量の存置の例
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う、市町・関係機関とともに連携しながら進めてまいります。 

 

洪水調節容量の存置の例 
（福山市） 

5

ひろしまの土地改良 第274号



令和５年度新規担当者（兼換地計画実務）研修会の開催
広島県土地改良事業団体連合会では、新規に換地事務を担当される
市町職員、土地改良区等の役職員、その他換地事務を担当される関係
職員の技術の向上を図る目的として、換地事務に関係する土地改良法
等の法律や表示登記、相続登記、確定測量について、８月３日（木）・
４日（金）に土地改良会館において
研修会を開催しました。
今年度から、希望された市町・土

地改良区の新規担当者の方へ、個別に換地理論、換地選定、換地実務
について土地改良換地士による出張研修を行っております。
換地事務に関してご不明な点やご相談がございましたら、換地支援
課までお問い合わせください。

令和５年度統合整備推進研修（会計研修）の開催
令和 5年 9月 15日（金）に土地改良会館において、土地改良区の
役職員及び広島県・市町・広島県土地改良事業団体連合会の職員 32
名の参加のもと、会計事務の研修会を開催しました。
今回の研修では、全国土地改良事業団体連合会から、令和 4年度事
業の決算書より原則義務付けられた財務諸表等の作成手続きや具体的
な実務作業について、また、税理
士法人長谷川会計から、これまで

県内の土地改良区から問い合わせがあった取引事例やインボイス制
度について説明を受けました。
なお、本会では毎月 20日を会計相談日と定め、土地改良区から
の個別相談に応じております。会計事務に関してご不明な点やご相
談がございましたら、総務企画課までお問い合わせください。

「優秀技術リポート賞」を受賞
令和 5年 8月 29日から 31日の期間に開催された、2023年度（第
72回）農業農村工学会大会講演会において、広島県土地改良事業団体
連合会の秋山浩三氏が「優秀技術リポート賞」を授与されました。

受賞された秋山さん

【お問い合わせ先】　事業部換地支援課　☎ 082-502-7477

【お問い合わせ先】　総務部総務企画課　☎ 082-502-7470
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令和５年度多面的機能支払交付金 (農地維持支払・資源向上支払 )の研修会を開催しました。
令和５年 7月 24日 ( 広島会場 )、7月 28日 ( 世羅会場 ) の 2つのブロックに分けて開催し、約 670
名の活動組織の方々が参加されました。
ロイヤルパワーアップスクールの講師から農業機械の安全使用に関する研修、DFTジョイント研究会
の講師から農業用コンクリート水路の補修及び事例について、説明がありました。

【広島県多面的機能支払協議会の
　　　　　ホームページが新しくなりました】
協議会のホームページをリニューアルしました。
活動内容を紹介するページを開設したいと考えていますの
で、自身の所属する組織の取組みの中で紹介したい活動や人
物を協議会へご紹介ください。
よろしくお願いいたします。

ホームページURL：www.hdn.or.jp/nouchi/index.html
協議会メールアドレス：shigen@hdn.or.jp

お知らせ【多面的機能支払中国四国シンポジウムinひろしま　開催】
令和 5年度多面的機能支払「中国四国シンポジウム in ひろしま」が開催されます。　
このシンポジウムは多面的機能支払交付金を受けて活動している関係者が一堂に会し、講演等をとお
して知見を広め、より良い活動へ発展させていくために開催します。
「多面的機能支払交付金」とは、農業・農村が持っている国土の保全や水源の涵養、景観の保全など
の多面的機能の維持・発揮を図るため、農業者等で構成される活動組織が行う地域資源の保全管理活動(水
路・ため池の草刈りや泥上げ、道路の路面維持など )を支援するものです。
皆様の参加をお待ちしております。
　日　時　　令和 6年 1月 30日 ( 火 )　13:00 ～ 17:00
　場　所　　広島国際会議場　フェニックスホール (広島市中区中島町 1-5)
　主　催　　広島県多面的機能支払協議会
　共　催　　農林水産省中国四国農政局
　　参加者　　中国四国地方で多面的機能支払交付金に携わる方(約700名)
　参加者の募集開始　10月下旬予定

広島県多面的機能支払協議会だより広島県多面的機能支払協議会だより
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土地改良法の改正について
　平成 31年 4月 1日から施行された土地改良法の一部を改正する法律に
ついて、経過措置（猶予）期間が終了し、令和５年度から下表の全ての改
正項目が適用されています。
　未だ対応がお済でない土地改良区におかれては、至急、最寄りの市町ま
たは、県農林水産事務所（事業所）に御相談ください。

　さらに、農村地域の実情に応じた農業用用排水施設の持続的な管理体制を確保するため、土
地改良区の選択により、一般社団法人又は認可地縁団体へ組織変更できる制度が、令和５年４
月１日から施行されました。
　今後、組織変更を検討される土地改良区においては、最寄りの市町または、県農林水産事務
所（事業所）に御相談ください。

いま一度、御確認ください！
適用時期 改正項目 改正の内容

平成31年度
（令和元年度）
（2019年度）

資格交替手続

所有者から耕作者への資格交替に係る農業委員会の承認制度の
廃止（届出制の導入）

農地中間管理機構が農地の貸借を行う場合の資格得喪手続きの
簡素化

総代会制度 総代選挙について選挙管理委員会による管理を廃止する。

利水調整規程
受益地農地の用水等の調整方法をルール化する。
※�平成31年（令和元年）度の通常総（代）会までに規定する必要
があります。

決算関係書類 決算関係書類が通常総（代）会で承認された後は、この書類を知
事に提出するとともに、これを公表すること。
※�平成31年（令和元年）度の通常総（代）会において承認される
決算関係書類から適用されます。

令和４年度
（2022年度）

決算関係書類

収支決算書に加え、原則として貸借対照表を作成する。
※�令和４年度の通常総（代）会において承認される決算関係書類
から適用されるため、令和３年度決算については貸借対照表
の作成が必要になります。

令和５年度
（2023年度）

理事の
資格要件

理事定数の5分の3以上は原則として耕作者である組合員とす
る。
※�任期４年の場合、令和２年度以降に初めて行われる理事改選時
に要件を満たす必要があります。

員外監事
監事のうち1人以上は原則として組合員外とする。
※�任期４年の場合、令和２年度以降に初めて行われる監事改選時
に要件を満たす必要があります。
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